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校 長 山口 徹 

１ 目指す学校像 

本校は、開校７９年目を迎えるが、これまで多くの成果が得られたと捉えている。市内でも小規模校に位

置づけられるが、情緒障害特別支援教室の拠点校、知的障害特別支援学級設置校という役割を担い、

「小規模校だが、多機能・高機能な学校」という特色を生かしてきた。特に近年は、校内生活も落ち着い

ており、人権尊重の精神を基盤として、生徒が集団の中でよりよい人間関係を築きながら、人間として調

和の取れた育成を目指す教育活動を行ってきた。今年度も学習指導要領の理念のもと、変化の激しい時

代を生き抜く力を育成するために、正解のない、答えが１つに定まらない諸課題に対して、一人一人が責

任をもって自己の考えや思いを述べ、少しでもよりよい答えを協働的に見出していく姿勢を身に付けさせる

教育活動を進める。また、小規模校ならではの一人一人に目を配る丁寧な教育活動を行い、「誰一人取

り残さない」教育を推進する。 

校訓・教育目標として、以下を掲げる。 

校  訓     「自律」 

教育目標  進んで学ぶ生徒    「学ぶ」 

        心の豊かな生徒    「思いやる」 

        協力し勤労する生徒 「やりぬく」 

 

２ 中期目標と方策 

中期目標  「よき社会人を育てる学校」 

義務教育の後半にあたる中学校教育の役割は、将来的に「よき社会人を育てる」ための基礎段階と捉

える。本校は、社会人としての基盤を身に付けさせるために、教職員が地域・保護者及び関係諸機関と

連携して教育活動に取り組み、将来社会を担う、「よき社会人」を育成する学校を目指す。 

 

目指す生徒像 

 「誠実で、協調性があり、粘り強く困難に立ち向かう生徒」 

     誠実さ ：自分に与えられたことを、全力で誠実にやり遂げる人。 

     協調性 ：他人と上手にコミュニケーションを取りながら、協力して物事を進めることができる人。 

粘り強さ：困難な課題に直面しても、諦めずに自分の力で切り開こうとする人。 

※「よき社会人」とは、上記の誠実さ・協調性・粘り強さをバランス良く兼ね備えた人間と考える。 

 

目指す教師像 

生徒一人一人としっかり向き合い、愛情を注ぎ、生徒の輝くところに気付き、自己肯定感を高めさせ

ることができる教師。 

 

◎＝重点目標 

３ 今年度の取組目標と方策  

◎（１）学習指導の充実のために（知育） 



＊これからの時代に求められる資質・能力（育成すべき３つの資質・能力） 

       ○何を知っているか、何ができるか（個別の知識・技能）。 

      ○知っていること・できることをどう使うか（思考力・判断力・表現力）。 

      ○どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、人間性等）。 

 

    ＊ユニバーサルデザインを取り入れた教育活動－ 

      全ての生徒が安心して学習に取り組めるよう、授業のＵＤ化、教室環境のＵＤ化、人的環境のＵＤ

化を探求し、生徒の学力向上及び自己肯定感を高め、主体的に学習に取り組む姿勢を育成する。 

 

－授業改善の３つの視点－ 

① 〈主体的な学び〉見通しと振り返り 

         見通しをもって粘り強く取り組み、自らの学習活動を振り返って次につなげる主体的な学び。 

※ 「教えてもらってわかった」ではなく「自分で考えてわかった」へ。教え込まれるのではなく、

自分が主体的に動いて、頭を回転させ、自分の力で解決し、自分に必要なものを獲得さ 

せる（自分で考える習慣をつけさせる）。 

② 〈対話的な学び〉協働 

        他者との協働や先哲の考え方を手掛かりに考えることを通じ、自己の考えを広げ深める学び。 

※ 人と学ぶことの良さ（影響し合う・認め合う）に気付かせる。 

③  〈深い学び〉習得・活用・探求 

今まで学習したことと比べたり分類したり関連付けて（見方・考え方）、より深く理解したり、考えを 

形成したり、問題を見いだして解決策を考えたり、思いや考えを基に創造したりする学び。 

 

上記を念頭に入れ、以下の取り組みを行う。 

 

ア 基礎的・基本的な学習内容の確実な定着を図るため、各種学力調査及び各種体力・運動能力

調査及び生徒の日々の学習状況の実態を分析し、指導方法の工夫・改善を行い、ねらいと振り

返りを明確にした「分かる授業」、誰一人取り残さない「ユニバーサルデザインを取り入れた授業」

を全校体制で実施する。 

イ 思考力・判断力・表現力を高めるため、各教科等において、主体的・対話的で深い学び（アクティ

ブラーニング）を取り入れるとともに、生徒を主体的な学びに導く教師（ファシリテーター）としての

技量を磨く。 

ウ 生徒による授業アンケートを年間３回（学期末）行い、生徒自身の学習の振り返りと教員の授業改

善に活用する。 

エ 国語科を中心に、全ての教科等において、生徒が各文章（教科書等）の内容をきちんと読み取

れているかどうかという視点をもって指導にあたり、生徒の読解力の向上を図る。 

    オ 習熟度別指導（数学科）では、個別の習熟の実態に沿った指導を行い、基礎学力の定着および 

それを活用した応用力の向上を図る。 

カ 少人数指導（英語科）では、グローバル化の進展に伴い、国際共通語である英語によるコミュニケ

ーション能力の向上を図るため、スピーキング力を高める。 



キ 基礎学力定着のための取組として、次のことを実施する。 

「朝読書＆朝学習」 ・・・朝学活前１０分間、通年実施 

※ 定期考査前は朝学習（数学） 

「補習教室」・・・夏季休業中実施 

※ 学力調査及び定期考査等で課題がある生徒に対する支援 

ク 総合的な学習の時間においては、地域や社会、人とのつながりに視点をもって推進し、郷土に誇 

りをもって豊かに生活する態度を育てるとともに、体験的・課題解決的・目標達成的学習実践を

積み重ね、多面的・総合的に考える力・コミュニケーション力・他者と協力する力を伸ばし、つなが

りを尊重する態度の育成を図る。 

    ケ 学校図書館司書を中心に、学校図書館を整備・有効活用し、読書教育に力を入れるとともに、毎 

朝の朝読書を全校体制で実施し、読書に親しむ態度を育てる。 

コ 家庭学習習慣の定着を図るため、各教科等で、質・量共に生徒の実態に合わせた課題及び取り 

組みやすく達成感が得られる課題を提示する。 

サ 授業内での評価方法の工夫に努め、十分な評価材料による指導と評価の一体化を図る。また、 

評価･評定方法や評価材等については各学期始めに生徒に説明し見通しをもたせる。 

    シ 各種検定（国語科による漢検・英語科による英検）を設定し、学習意欲を高める。 

ス ＧＩＧＡスクール構想を踏まえ、授業内でのＩＣＴ機器及び生徒１人１台の学習用端末の有効活用 

を実践し、生徒の学習効果を高めるとともに、諸事情で登校できない生徒が自宅学習に取り組め 

る環境を継続する（タブレット持ち帰り、毎時間の授業をオンラインで発信）。 

 

【成果と課題】 

・ 分かる授業を実践するために全教員で、指導と評価の一体化、特別支援が必要な生徒への手立

て、ICT 機器等を活用した授業づくりについて学び、授業に生かしてきた。成果として、後期の生徒

アンケートの「授業において、説明、板書、話し合い活動、ICTの活用などの工夫に取り組んでいる」

と「授業は楽しくてわかりやすい」の肯定率が、前期よりも 2％程度上がり 92.7％と 85.5％となった。 

・ 各教科で教科書の内容を読み解く指導を行ってきたことで学習意欲の向上につながってきている。 

・ 英語では､ スピーキング力を重点的に指導した結果 ESAT-J３の A・B の成績の比率が 54％となっ

た。 

・ 夏季休業中の補習教室を実施したことで、夏季休業中や普段の家庭学習に取り組む姿勢が見られ

るようになった生徒もいた。しかし、学び直しを必要とする生徒の一部に補習教室に参加しない生徒

がいるなど補習教室参加への呼びかけに工夫が必要である。 

・ 移動図書館を行うなど読書に取り組む環境を工夫したことで朝読書がより定着してきた。 

・ 家庭学習への取組の指導を行った結果、後期の平日の家庭学習の取組が 1 時間以上の生徒は、

前期よりも 2％程度上がり 34％となった。また、ほとんどやらない生徒の割合が、前期よりも 7％程度

減少した。 

・ 授業に参加できない生徒を対象にオンライン授業を行ってきた。今後も学習環境を整えていく。 

 

◎（２）豊かな心を育てるために（徳育） 

    ア 「特別の教科道徳」において、考え、議論することによって、自分の生き方について考えを深めさせ、

思いやりの心、規範意識等の道徳的価値観を高める。 



    イ 特別活動（学級活動・生徒会活動・学校行事）及び部活動において、有意義な教育活動を積極

的に行い、役割と責任の自覚、相互理解、協力について学び、よりよい人間関係づくりができる力

を育成するとともに、自尊感情、自己肯定感を高める。 

ウ 地域行事やボランティア活動に積極的に参加させ、地域の一員としての自覚を育てるとともに、社 

会貢献の精神及び郷土愛を醸成する。 

エ 道徳授業地区公開講座の公開授業及び意見交換会を通して、学校・家庭・地域が連携した道 

徳教育を推進する。 

オ 「いじめの防止等に関する基本的な方針」及び「いじめ防止対策基本方針」に基づき、「しない・さ 

せない・許さない」を基本認識として、いじめに関する指導・啓発を折に触れて実施し、全校体制

でいじめを許さない風土を教職員及び全校生徒でつくりあげる。 

カ ＳＮＳ東京ルール及びＳＮＳ学校ルールを活用して、生徒への指導及び保護者に対する啓発活動 

を行い、学校と家庭が連携して、生徒の適切な情報機器の使用を指導する。 

キ 登校支援コーディネーター及び不登校対応巡回教員を中心に、不登校・不適応生徒への支援を 

組織的に取り組むとともに、スクールカウンセラー・ＳＳＷ・校内別室支援員等と連携を図り、別室 

登校等多様な教育機会・居場所の確保に努める。 

ク 生徒の内面把握の感度を高め、スクールカウンセラー等外部機関と連携を図り、自殺防止等に 

ついて早期の対応を心掛ける。 

ケ 3年生を対象に、関係機関や地域の協力を得て、「いのちの授業」と「認知症サポーター養成講 

座」を開催し、生命尊重の教育を推進する。 

 

【成果と課題】 

・ ふれあい講座を実施したことで、祭りなどの地域の行事に参加する生徒がみられた。また、生徒アン

ケートの「地域に貢献したい」の後期の肯定率は、前期よりも 2％程度上がった 67％となった。 

・ 道徳授業地区公開講座で実施した道徳の授業に一定数の参観が見られたが、その後の意見交換

会には参加する保護者が少なかったので、実施方法を検討していく。 

・ 週 1 回の学校いじめ対策委員会の実施及び生徒との面談などを通して、いじめの未然防止と早期

発見、早期対応に努めた。その結果、いじめ件数 53件、解消 30件、23件は見守りを継続している。

生徒アンケートの「いじめを許さない学校づくり」の肯定率は前後期とも 84％、「自分や他人の大切さ

を認め行動している」の肯定率は、後期は前期よりも 4％上がった 88％となった。今後も道徳の授業

を中心に全教育活動で自他を大切にする心の育成を図り、いじめのない学校を目指していく。 

・ SNS の利用に関して、学期に 1 回以上指導している。また、家庭への呼びかけを行い、家庭と協力

したことで、生徒アンケートの「SNS を適切に利用」の後期の肯定率は、前期よりも 4％程度上がって

90％となった。しかし、SNSによるトラブルが数件あるので今後は 0件にする。 

・ 不登校生徒等への支援を行ってきたことで、どこにもつながっていない生徒は 0 名である。しかし、

不登校生徒が全校生徒の 13％であるので、今後も欠席が続いた時に早期対応に取組んでいく。 

・ 生徒面談やスクールカウンセラーとの連携、いのちの授業などを通して、生命尊重の教育を推進す

ることができた。しかし、相談できる大人が一人もいない生徒が、6名いるので今後 0名にしていく。 

 

（３）健やかな体を育てるために（体育） 

ア 保健体育の授業において、毎回補強運動を取り入れることにより、基礎体力の向上を図る。 



イ 体育的行事において、運動に対する興味・関心を高め、生涯にわたり体を動かすことが好きな生 

徒を育成するとともに、協力して責任を果たす態度を身に付けさせる。 

ウ 部活動（運動部）への参加を奨励し、体力の向上を図ると共に、粘り強く１つのことに打ち込むこと 

の大切さ、協調性、礼儀作法などを養う。 

エ 体力向上推進計画・健康教育・保健指導・食育を通して、心身の健康の保持増進を図る。 

オ 防火・防災・不審者等を想定した避難訓練、交通安全等の安全指導、セーフティ教室などを通 

して、自己の生命・安全を自ら守ろうとする態度や危機回避能力を身に付けさせる。 

 

 【成果と課題】 

・ 保健体育や体育的行事を通して、生徒の体力向上に努めてきた結果、基礎体力の向上を図ること

ができた。   

・ 身体計測の結果からは、やや肥満傾向の生徒が、男子で微増傾向にある。また、視力検査結果か

らは、0.7 未満の生徒が 1 年生の段階から増える傾向にあるとともに全体的に受診率が低い。歯科

健診結果からは、学年が上がるにつれて治療率が低くなる傾向も見られた。今後も生徒や保護者に

運動の機会を増やすことや治療の呼びかけを行っていく。 

・ 月 1回の避難訓練や安全指導、セーフティ教室を実施したことから、後期の生徒アンケートの「安全

管理に取り組んでいる」の肯定率が、前期よりも 3％上がって 94％となった。この結果から生徒の防

災意識を高めることができたと考えられる。 

 

（４）秩序ある学校生活を送らせるために（生活指導） 

ア 生活環境の整備に努め、破損、汚れなどをそのままにしておかない。成果物などの掲示は綺麗 

に、見る側の視点を意識して掲示する。 

イ 「凡事徹底」の信条を「挨拶」「５分前行動」「整理・整頓」３つに具体的に焦点化し、生徒に達成感 

をもたせる。 

ウ 生徒の実態を把握し、生徒理解に基づく生活指導をし、生徒一人一人と最後までかかわり続け、 

見通しをもって組織で育てる。 

エ 常に全教職員で一人の生徒を育てるという意識をもち、報告・連絡・相談を密にして、早期発見、

早期対応、誠実な対応に努め、有事の際は学級・学年の枠を超えて全教職員で組織的に対応

する。指導の場面は、必ず複数で対応する。 

オ 学校いじめ対策委員会を中心に、未然防止、早期発見に努め、いじめが確認されたときは早期

に対応し、その解決に努める。また、生徒・教員による二者面談を行い、多くの教員との面談を通

して、相談できる大人づくり及びＳＯＳ発信の機会を意図的につくる。 

カ 暴力行為、器物破損行為、違法行為等には厳しい姿勢で指導する。 

キ 防災・安全教育は『３．１１を忘れない』『東京防災』などを利用するなどして充実に努めるとともに、

様々な場面を想定した実践的訓練を行う。 

 

 【成果と課題】 

・ 後期の生徒アンケートの「生活指導の目標や決まりを守れるように指導している」の肯定率は、前期

よりも 1％上がって 89％となった。しかし、「学校が落ち着いている」の肯定率が前期よりも-10％の

43％となったことから、今後も生徒に寄り添った生活指導を根気強く行っていくことが必要である。 



・ 一部の生徒に放課後の過ごし方に課題が見られた。今後も保護者や地域と連携し、放課後の過ご

し方について指導を行っていく。 

 

（５）キャリア教育を充実させるために（進路指導） 

ア ３年間を見据えた進路指導計画に基づき、卒業後の進路、将来の生き方について目標をもたせ

る。 

イ 職業調べ・レディネステスト・職場体験・上級学校調べ・上級学校の先生の話を聞く会などの体験

学習や課題解決学習を積極的に取り入れ、自己理解及び将来への展望をもたせ、主体的に進

路を切り拓く力を育成する。 

ウ キャリア教育は、より柔軟な発想をもち、企業や外部団体との連携を進めながら、生徒の汎用的

能力の育成を図る。 

エ 「キャリアパスポート」の取組を効果的に進め、生徒自身が目標や振り返りを計画的に行い、成長

を実感できる活動にしていく。 

オ 生徒・保護者の進路希望を受け止め、実現のための道筋を丁寧に指導する。 

 

 【成果と課題】 

・ 計画的にキャリア教育に取り組んできた結果、後期の生徒アンケートの「将来の進路や職業につい

ての指導」の肯定率が、前期よりも 9％上がって 85％となった。今後も外部機関と連携し、キャリア教

育を進めていく。 

・ 一部の生徒に自分の目標に粘り強くやり抜く力をもって取り組む姿勢に課題が見られたので、今後も

キャリア教育を通して目標達成のための意欲を高める。 

 

◎（６）特別支援教育（個の理解及び具体的支援） 

ア 特別支援教育校内委員会を中心に、学年、学級担任、ハーモニー（特別支援教室）、スクール

カウンセラー、学校サポーター等との連携を密に行い、全ての生徒が、所属する学級の中で充

実した学習活動および学校生活に適応できるよう、指導の充実を図る。 

イ ユニバーサルデザインを意識した授業、学習環境を工夫する。特に教室掲示は、前面への掲示

をできるだけ簡素にして、学習に集中できるようにする。 

ウ 「個別の教育支援計画（就学生活支援シート）」「個別指導計画」をもとに、具体的に見える支援

を継続して進めていく。 

エ 外部機関・外部人材の積極的かつ有効活用を図り、生徒一人一人のサポート体制を整える。 

オ 特別支援学級と通常学級の交流や学校行事を通して、生徒相互の理解を深め、障害や特性を

正しく理解し、他者を尊重し協力する姿勢を育成する。 

 

 【成果と課題】 

・ 週 1 回の特別支援教育校内委員会を実施し、全教職員で情報を共有するとともに支援を要する生

徒への支援の在り方を確認し必要に応じて検討してきた。今後も生徒の困り感を把握するとともに保

護者とも情報を共有しながら生徒にとって落ち着いて学校生活が送れるようにしていく。 

・ 運動会や合唱コンクールでは、特別支援学級の生徒が通常学級の生徒と一緒に取り組んだことで

他者を尊重し協力する姿勢が見られた。今後も生徒の活動を見守りながら、必要に応じて指導・助



言を行っていく。 

 

（７）学年・学級経営について 

     行事にとどまらず、日常の活動を通して学年・学級のリーダーを育成する。また、学年の特色は生かし 

つつ、学校の方針を柱とした３年間を見通した教育計画を全教職員が一体となって推進する。  

    ア 学年経営 

・ 学年経営方針のもと、年間を見通した計画的な経営を行う。 

・ 学級の特色を大切にしながらも、学年で決定したことは学級差のないようにする。 

・ 担任を学年全体で支え合う体制を心がける。 

・ 学年会の運営では各担当が責任をもって計画的に提案し、効率よく行いながら、OJT の場とす

る。 

    イ 学級経営 

・ 学級経営方針を生徒に簡潔に示し、生徒とともにその達成を目指す。 

・ 生徒の実態を把握し、目標と方針・方策を立て、計画的学級経営に努める。 

・ 教師と生徒の信頼関係のもと、一人一人が生きる学級経営を工夫する。 

・ 一人一人の生徒を公平に認め、寄り添い、見届ける。 

 

【成果と課題】 

・ OJT として、主幹教諭が学年主任に必要に応じて学級経営の在り方について指導・助言を行った。

また、若手教員の学級経営の在り方についても主幹教諭や主任教諭が適宜指導・助言を行った。

その結果、生徒指導に複数の教員で対応するなど生徒に寄り添った指導ができた。 

 

４ 保護者・地域等との連携 

（１） 学校運営協議会 

学校運営協議会を定期的に開催（年間６回）し、地域運営学校として学校と地域の双方向の情報共

有と協力体制の構築と充実を図り、学校・保護者・地域一体となって生徒を育てる学校を目指す。 

 

 【成果と課題】 

・ 年間計画に沿って学校運営協議会を実施し、学校や地域の情報を共有することができた。また、学

校運営協議委員の方々から学校運営への助言をいただくことができた。今後も学校運営協議会と

協力し、生徒が成長できるより良い学校づくりに取り組んでいく。 

・ 運動会の実施日が、近隣小学校と重なり急遽実施方法を変更するなど生徒や保護者に迷惑をか

けたので、今後近隣小学校と情報共有を行い円滑に教育活動が行われるようにする。 

 

◎（２） 小中一貫教育 

第九小学校を中心に校区の小学校との連携を通して、学力の向上、豊かな心の育成、体力の向上 

を図るための具体的な指導連携を構築する。 

 

【成果と課題】 

・ 小中合同のあいさつ運動に生徒会や児童会が中心になって取り組んだことで、生徒の主体性が身



に付いてきた。また、あいさつの意義を理解して、自らあいさつをするようになってきた。 

・ 小学生への部活動体験や授業体験を実施したことで、中学校生活への見通しをもたせることができ

た。 

・ 小中合同の研修会を年 3 回実施し、地域の児童・生徒の良さや課題をもとに 9 年間を見通した教

育活動の在り方について実践してきた。 

・ 来年度以降の 9年間を見通したキャリア教育について話し合い、来年度以降取り組んでいく。 

 

（３） 保護者・地域の教育力を生かした教育実践 

様々な地域行事への参画を促すことで、生徒の社会性や郷土愛を育ませ、地域に貢献できる生徒

を育てるとともに地域の方々の学校理解と生徒理解を促進する。 

・  年 3回の「クリーンデー」(青少年対策第二地区委員会)等のボランティア活動に生徒・教職員

の積極的な参加を促す。 

・ 「総合的な学習の時間」の一環として、全学年対象で「ふれあい講座」を年 2回実施。生徒の 

多様な可能性を引き出すとともに、地域の方々との貴重なふれあいの場とする。 

・ 各町会の行事において、生徒ボランティアを積極的に募り、生徒が地域に関わる機会として定 

着を図る。 

・ PTA活動に全教職員が積極的に関わり、学期に 1回の懇談会を通して情報の共有を図り、生 

徒の健全育成のために協働して挨拶運動や美化活動等の取組を推進する。 

 

 【成果と課題】 

・ 青少対主催の環境一斉クリーンデーに地域の方々と一緒に参加することで、地域をより良くしよう

とする心を育成することができた。 

・ ふれあい講座で、地域の講師の方々から八王子市の良さを話していただいたことで、改めて地

域理解と良さを理解することができた。また、地域の祭りなどに参加するなど地域に関わろうとす

る意識も育てることができた。 

 

（４） 近隣地域の大学・高等学校との連携 

     ・ 創価大学等のインターンシップや学生ボランティアを積極的に受け入れ、生徒の個別支援と学生 

の教職研修に役立てる。 

・ 富士森高校との情報共有を図り、進路指導やキャリア教育に生かしていく。 

・ 創価大学大学院の協力を得て、教職員の指導力向上の研修を進める。 

 

 【成果と課題】 

  ・ 校内研修に創価大学の先生に講師として来ていただき、ICT機器を活用した授業づくりについて学ぶ 

ことができた。今後、学んだことをもとに ICT機器の効果的な活用に取り組んでいく。 

 

５ 教育公務員の責務  

◎（１） 教育公務員として、次のことを念頭において、自身の教育活動に取り組む。 

・ その取組は、生徒の成長につながるものであるか。 



・ その取組は、生徒、保護者の願いであるか。 

・ その取組は、地域や社会全体の期待に合致しているものであるか。 

・ その取組は、全体の奉仕者である公立学校の教職員として、また教育公務員として適正で 

あるか。 

・ その取組は、教職員にとって資質の向上に寄与するものであるか。 

 

（２） 組織人としての責任感、協調性、規範意識など相互啓発に努め、本校の組織を構成する職

  員としての誇りと責任をもつ。 

・ 法令を遵守し、公平・公正で服務に厳正な教職員 

・ 教育に対する熱意と使命感をもつ教職員 

・ 豊かな人間性と思いやりのある教職員 

・ 組織人としての責任感、協調性を有し、互いに高め合う教職員 

・ 教育者として学び続ける教職員 

・ 明るく、元気で、笑顔を絶やさない教職員 

 

（３）  教育公務員には研修と修養の義務がある。研修の機会には積極的に参加し、ライフステージに応  

じ各々の資質・能力の向上を図る。また、日々の学級・学年・分掌等の教育実践の中で意識的に 

ＯＪＴを行うと共に、教職員が相互に授業を見せ合い、意見交換できる場や雰囲気をつくり、ベテラ

ンと若手双方が互いに高め合う。 

 

（４） 積極的に学校公開（年間６回土曜日授業・行事設定）に努めるとともに、学校だより、学年だより、学

級だより、学校ホームページ等で情報発信を行うことにより、保護者・地域に対する説明責任を果たし、

信頼される学校を築き上げる。 

 

（５） 学校評価は、教職員による内部評価、保護者・生徒による学校評価を行い、学校運営協議会におい

て三者の評価の結果を比較・協議し、次年度の教育課程に反映させる。 

 

（６） ライフワークバランスの考えに基づき、長時間勤務を是正し、教職員の心身の健康を保持増進する。 

 

 【成果と課題】 

・ 教職員一人一人が責任をもって、教育活動に取り組んでいた。また、教師としてのスキルを向上させ 

るために積極的に研修に取り組んでいた。しかし、後期の保護者アンケートの「わかりやすい授業づく

りに努めている」の肯定率が前期よりも 8％上がって 75％となったが、今後も研修に努め保護者からも

信頼される教育活動に取り組んでいく。 

   ・ 年度当初の学校のホームページの情報発信が遅かったが、年度途中から適宜発信することができ 

たので、後期の保護者アンケートの「情報提供」の肯定率が、前期よりも 8％上がり 97％となった。今

後も保護者や地域に必要に応じた情報発信を行っていく。 

 

  


